
 令和５年 第 11 回米原市定例教育委員会 

 

 

日 時：令和５年 11月 21日（火） 午後３時 30分開会 

場 所：米原市役所 コンベンションホール 

 

 

  （出席者） 

     教 育 長：馬渕教育長 

     教 育 委 員：中川委員、膽吹委員、井口委員 

     教 育 部：口分田部長 

     教 育 総 務 課：梶田課長 

     学 校 教 育 課：北川課長 

     スポーツ推進課：髙木次長 

     生 涯 学 習 課：平山課長 

     図 書 館：梶川館長 

     学 校 給 食 課：花部課長 

     保 育 幼 稚 園 課：瀧上課長 

     書 記：奥村、辻村 

  （欠席者） 

     教 育 委 員：本庄委員、法戸委員 

   

１ 開 会  

 

２ 教育長挨拶 

   皆さんこんにちは。教育委員の皆様には朝早くから教育委員会訪問で３校訪れていた

だき、ありがとうございました。私が若い頃に彦根市で教鞭を執っていた時、彦根教育

という言葉をよく聞きました。文武両道の教育というところまでは分かりましたが、勉

強不足でそこから先の具体性はあまり意識できていなかったと思います。そこで米原教

育はどんなものなのかということですが、子どもたちが自分でつかむ自分の未来、自己

肯定感と自己有用感の高揚、そこから夢と志に結びつけるということが少しずつ地につ

いてきたと思います。資料の中に、学校評議員・学校運営協議会委員による学校評価が

ありまして、ここに自己肯定感や自己有用感も視点の１つとしてありますが、それ以外

のところにもこの言葉がちらほらと出ているということに非常に嬉しく思っています。

この自己肯定感や自己有用感の育成は当然学校や園が意識して教育します。そして保護

者や地域がこの教育を知って、子どもたちの教育を支援していく。子どもたちは子ども

たちで学校が行っているこの教育を意識して頑張るという形になって始めて米原教育と

言えると思います。子どもたちについては、今年の滋賀県人権教育研究大会で米原市の



教育についてこの教育の内容を発表してくれました。これは非常に嬉しいことです。発

表してくれましたが、各学校でどれほど浸透しているかはこれから見極めていきたいと

思います。学校と子どもたちと保護者や地域が同じ方向を向いて頑張ることが一番良い

に決まっていますので、今後も進めていきたいと思いますし、皆さんのお力添えをいた

だきたいと思います。以上、最初の挨拶とします。 

 

３ 会議録承認 

   令和５年第 10回定例会議事録 

 

４ 所属長報告 

（１）教育総務課長 

    報告事項につきましては、11月１日に米原市の教育行政の点検・評価に関する懇話

会を開催しました。11月２日には滋賀県教育委員会と滋賀県都市教育委員会連絡協議

会との意見交換会が開催され、教育委員にも御出席いただきました。11月９日には米

原市議会第３回臨時会が開催されました。11 月９日と 10 日に滋賀県都市教育委員会

連絡協議会の県外研修が広島市にて開催され、教育長、部長と私の３人で出席しまし

た。 

    今後の予定につきましては、12 月 20 日に定例教育委員会を予定しています。米原

市議会第４回定例会は 11月 30日から開催されます。 

 

（２）学校教育課長 

    報告事項につきましては、11月３日と４日に滋賀県人権教育研究大会米原大会を開

催しました。教育委員の皆様にも御参加いただきありがとうございました。２日間で

約 2,100 人の参加を得まして、盛会のうちに終えることができました。感想も確認し

ましたが、非常に良い感想をたくさんいただいたと認識しています。米原市の若い教

職員や保育士もたくさん参加してくれましたし、市役所の職員の皆様の本当にたくさ

んの応援があったからこそ成功させることができました。１日目の全体会の動画配信

を 12月中旬頃から始めますので、また御案内させていただきます。 

    今後の予定につきましては、12月９日に小学生を対象にしたイングリッシュフェス

を予定しています。夏に開催した English Oratorical Performance Meet と合わせて

小中学校の英語については頑張っていきたいと思っています。 

    教育センターの今後の予定につきましては、研究会で研究授業等を行っていきます。

すでに終わっているものですが、TMT 研修会のチラシを掲載させていただきました。

TMTというのはチームまいばら先生の会の略で、参加対象は絞っていません。学校教育

で悩むことがあれば Zoom で集まって、みんなで意見交換をしようという研修会です。

今回については ICT 担当の指導主事を前面に出してテーマ設定をしています。１学年

に３学級あるような小学校の場合は、その学年の中でいろいろな課題を解決できます

が、そうではない単級の小学校や１教科に１人しか配置のない中学校の先生はなかな



か悩みを解消する場がないというのが米原市の課題だと思います。この TMT 研修会を

今後も定期的に行いますので、ぜひ若手や中堅の先生が学校を越えて繋がって課題解

決していける場にしたいと思っています。 

 

（３）生涯学習課長 

    報告事項につきましては、秋の催しが順調に行われている中で、第４回きらめき人

権講座で初の試みとして中学校とタイアップして土曜日の昼間に開催しました。校長

先生の事前の計らいで、中学生が進行したり、感想を述べたり、講師の案内をしたり

ということで非常に貴重な経験ができたのではないかと思います。部落問題の話も出

るということで、周囲から御意見も少しありましたが、当事者の話をこれだけ多くの

生徒に直接聞いていただけて、心に響いたのではないかと思います。校長先生もおっ

しゃっておられましたが、通常 40 分の授業ですが、今回は 80 分の講演でした。この

時間ですと中学生は普通だとちょっと下を向いたりするのですが、ずっと先生の話を

聞いていたということで、やはり当事者の話を直接聞くということは非常にいい機会

が得られたのではないかと思っています。ほかにも外国の文化の話もありました。当

然、言葉の壁もありますが、制度の壁があるということ、さらにもう１つ、心の壁が

当事者としては課題ということで、それを中学生の皆さんと一緒に聞かせていただき

ました。きっと今後の役に立つ話だったのではないかと思います。11 月 19 日から 21

日まで山東学びあいステーションで通学合宿が行われました。日曜日の昼に集合して、

ニュースポーツの体験をしたり、炊飯してカレーを食べたり、多賀町から専門家に来

ていただいて天体観察をしたり、何気ない日常ですが、そうした人との触れ合いの中

でいろいろな気づきや学びをしていただいています。昨日の夜ですが、前回お話しし

た地域の方に協力していただいてお風呂に入る「もらい湯」がありました。今回は 11

人が参加されて、もらい湯の受入れ家庭は４軒でした。本日合宿が終わり、先ほど感

想の情報が入ってきましたので紹介させていただきます。「行く前はドキドキしていま

したが、優しい人で嬉しかったです。御飯は野菜、味噌汁、親子丼でした。とても美

味しかったです。お風呂はとても綺麗でピンク系ですごかったです。御飯が終わった

らおばけキャッチというカードゲームをしました。とても楽しかったです。」もう１人、

「車に乗った瞬間、もう最高って思いました。家は豪華でした。御飯はお好み焼きで

した。美味しかったです。お風呂は広くて、みんなで入って最高でした。犬も可愛す

ぎてもうこの家に住みたかったです。また来年も行きたいです。」このような感想もい

ただいています。地域の皆さんに協力していただいて、子どもたちが実体験を通じて

自分の成長を自分で掴んで未来に向けていく取組が山東学びあいステーションで行わ

れたので紹介させていただきました。 

    今後の予定につきましては、11月 23日は第 22回近江中世城跡琵琶湖一周のろし駅

伝が行われます。お手元にチラシを配っています。のろしが上がる時間が書いていま

すので、その時間に近くの山の方を向いていただけたらありがたいと思います。11月

25 日に近江学びあいステーションで「あわてんぼうのサンタクロースがやってくる」



という企画が行われます。サンタクロースの格好をして８軒の家にケーキを届けると

いう内容です。４地域に２軒ずつで合計８軒ですが、昨日までの申込みで 120 件の応

募があり、当選した方のところに 25日に訪問されます。人気のあるタイの３輪自動車、

これは道路を走れるもので、これに乗ってお届けされるという新たな試みで注目して

いますので御紹介させていただきました。11 月 16 日に今年度の滋賀県社会教育委員

連絡協議会の表彰があり、滋賀県内５人のうちの１人として米原市社会教育委員の委

員長が受賞されました。 

 

（４）図書館長 

    報告事項につきまして、11 月 10 日に学校司書と市立図書館司書の合同現物選書を

行いました。これは市立図書館で行われた現物選書の機会に学校司書の希望者に来て

いただいて合同で選書したもので、カタログでは分からない児童書の内容、写真の多

さ、ルビの有無などを確認しながら選書していただくことができました。これは初め

ての取組です。11月 12日に図書館協議会の視察研修で多賀町立図書館に行きました。

他の自治体の図書館で説明を聞かせてもらいながらじっくり見せていただいて、学ば

せていただく良い機会になりました。 

    今後の予定につきましては、「推しの本、こたつでミステリー」は、年末年始に貸出

し冊数を 50冊に増やすことに対する企画で、まとめて借りたくなるような本をセット

で提案する予定です。そのほかに、絵本作り教室、大人向けの折り紙教室、クリスマ

スコンサートなどのイベントも計画しています。 

 

（５）スポーツ推進課長 

    報告事項につきまして、中学校部活動地域移行の先進地視察ですが、岐阜県の羽島

市へ行きました。全国スポーツ推進委員研究協議会ですが、昨年度は滋賀県で開催さ

れましたが、本年度は青森県で開催され、スポーツ推進委員に参加していただきまし

た。各地区のスポーツ振興会の事業ですが、米原地区については 23日にファミリーマ

ラソンを実施されます。コロナ等の関係もあり、４年ぶりの開催です。 

    今後の予定につきましては、滋賀県スポーツ推進委員第２地区研修会ですが、本年

度は米原市が湖東・湖北ブロックの当番になっていますので研修会を実施します。ホ

ッケータウン認定式ですが、国スポに向けて機運を盛り上げる意味もあり、米原市が

手を挙げていたもので、この度認定されましたので日本ホッケー協会が認定書の交付

に来庁されます。 

 

（６）学校給食課長 

    報告事項につきましては、食に関する指導として小学校５年生を対象に「魚につい

て知ろう」、小学校３年生を対象に「よくかんで食べよう」を実施しております。先月

実施した小学校１年生の食育指導の成果と感想を資料に掲載しています。 

    今後の予定につきましては、恒例の白ねぎの収穫体験について、11 月 24 日に春照



小学校の３年生と山東小学校の３年生を、12月１日に米原小学校の２年生を対象とし

て実施する予定です。２学期給食の最終日は 12月 21日となります。 

 

５ 所属長に対する質疑 

  Ａ委員   ： 大きく２点あります。１点目は感想ですが、ここ１、２か月ぐらいで

見聞きしたことで印象的に思っていることは、米原市の中学生がよく頑

張っているなということです。１つ目は、西日本小学生・中学生６人制

ホッケー選手権大会で伊吹山中学校の男子が優勝したことは、嬉しいこ

とだと思います。２つ目は、双葉中学校とタイアップしてきらめき人権

講座を行った。これは新しい取組で、今後の方向性を示唆するような良

い取組だったと思うので、ぜひほかのところへも波及するような取組を

お願いしたいと思います。３つ目は、ここ数日学校を訪問させていただ

いて、参加した範囲内ですが、どこの中学校も地域とのボランティア活

動を非常に熱心にやっておられて、子どもたちの自己肯定感や自己有用

感の育成に地道に役立っていると思います。今日は河南中学校と双葉中

学校に行きましたが、かなり積極的にやっておられました。これはあく

までボランティアですので、みんながやればいいという問題ではなく、

やりたくないということも結構ですので、このような取組が進んでいる

ことは良いと思います。最後に滋賀県人権教育研究大会に参加しました

が、中学生の進行がありました。原稿を読めばいいような状況ですが、

ホールいっぱいの人を目にしては自分からやりたいと言ってくれていて

も、そんなに簡単にできるような雰囲気ではなくて、私なら足が震えて

もういいですと言ってしまいそうなぐらいでしたが、非常に立派にやっ

てくれました。今日知ったのですが、今までの滋賀県人権教育研究大会

の歴史の中で中学生がコーナーを担当したり、進行したりしたのは初め

てだということで、その時に空気の流れと光の差し込み方がちょっと変

わったのではないかという漠然とした印象を持ちました。今までは大人

社会のことをみんなが頑張ろうと言ってきたのが、将来を担う子どもた

ちがどういう形であれ、こういう場に参加して自己の体現の場を持つと

いうのは今後の希望になってくると思います。先ほど言いましたホッケ

ーの件、きらめき人権講座の件やボランティア活動の件も、今の米原市

の子どもたちが地道に活動しているということが、１歩２歩と前に進む

ための推進力になってくれているということを非常に嬉しく思っていま

す。次に２点目の質問です。滋賀県人権教育研究大会米原大会のアンケ

ート結果について詳細には触れられませんでしたが、その中で米原市の

子どもたちの場面について何か記載があったら教えていただきたいです。

もう１つ、いじめ等の報告が今回は非常に多くて、読んでいても疲れる

ぐらいたくさんありました。何で急に多くなったかの理由については説



明がありましたが、質問が２つあります。１つ目は、毎月の報告の中で

学校間の偏りはあるのでしょうか。忘れずにきちんと報告するという意

味ではなく、報告の数が多い少ないは学校規模や人数によるので別問題

として、その学校の報告について差はないのでしょうか。いじめ等の内

容ではなく、学校間の格差というかいじめ対策についての学校間の違い

について、教育委員会事務局から見て何か感じておられたら教えてほし

いです。それと、２つ目は M-SIP（米原市いじめ問題専門委員会）が予定

されていますが、重大事態は別として、個別事案についてはオープンに

できないと思いますが、専門家が集まってどういう流れで話し合いされ

て、それが教育委員会事務局や学校へどのようにフィードバックされて

いるのか教えていただきたいです。 

 

  事務局   ： １点目の滋賀県人権教育研究大会米原大会のアンケートですが、滋賀

県人権教育研究大会史上初めて中学生が進行したり説明したりしたとい

うことには非常に多くの方に良かったという御意見をいただきました。

一部中学生に無理やりやらせているのではないかというような意見もあ

りましたが、９割以上の方が好意的に書いていただきました。来年度は

守山市で開催されますが、守山市の方もこういった方法があるのかと言

っておられて検討されているようです。おっしゃったように何か新しい

光を差し込めたのではないかと思っています。しかも我々としては取っ

てつけたのではなく、生徒会フォーラムなどで中学生を活躍させる場面

をたくさん作ってきた中の１つだという認識をしていますので、非常に

良かったと思っています。２点目のいじめについてですが、学校間の偏

りは正直あります。今回もいろいろ詳しく聞いていくと１学期にあった

ことが出てきましたが、他の学校であれば間違いなくその時に報告が来

ていただろうということがありました。保護者は敏感になっておられて

いじめじゃないですかと言ってこられますが、学校側のいじめに対する

認識が薄いなと思うときは正直あります。いじめはその行為があったら

もういじめですが、発達に課題があるとか家庭の方に何か原因があるの

ではないかとか、何かそっちの方に考えることもあるようです。当然そ

ういう複合的な要因もありますが、とにかくその行為があったらいじめ

であると認識して組織対応して教育委員会にも報告していくというとこ

ろに、学校によって認識の差がすごくあったなということを今回思って

います。ここについては校長会等で口酸っぱく話をしていく必要がある

と認識しています。３つ目の M-SIP については、教育委員会で報告させ

ていただいているいじめの事案も学校名や個人情報等もオープンで検討

していますのでもう少し突っ込んだ話が出てきます。それにつきまして

も、出てきたことは各学校の方に担当から返すようにしています。各ケ



ースについて喋るだけではなく、米原市の特徴としてアンケートでいじ

めが発覚する率が全国に比べて低いという傾向がありまして、アンケー

トがあまり機能してないのではないかということで、市独自のアンケー

トを委員から御意見をいただきながら案を作っているところです。こう

いうものを各学校に使ってもらって初期に認知していけるような体制を

作っていきたいと思っています。 

 

  Ａ委員   ： １つだけお願いで、M-SIP について何か特徴的な指導を受けたことが

あれば話せる範囲で今後の教育委員会で教えていただけると勉強になり

ます。やってくれていることは分かっていますが、ブラックボックスみ

たいな感じだったので、実はこういう話し合いがありましたとか前向き

な取組を進めるように学校に指示していますとか、M-SIP の機能がどう

働いているのか教えていただけるとありがたいと思います。 

 

  事務局   ： 今後の定例教育委員会の報告の中で M-SIP が出てきたときに概要を報

告させていただきます。 

 

  教育長   ： スクールロイヤーにもいろいろと教えてもらっていまして、ㇵッとす

るような内容もありますので、合わせてそのことも伝えていただけると

ありがたいと思います。 

 

  Ｃ委員   ： 通学合宿の子どもたちの感想を聞かせていただきましたが、やはり実

体験から子どもたちが感じることがあると合宿があって良かったと思い

ますので、聞かせていただいて良かったです。いじめの事案については、

１人の子どもに集中的にたくさんの事案が加害も被害もありまして、報

告として出していただいたことについては本当に良かったと思います。

教育委員会への報告は月に１回ですが、各学校で即対応していただいて

そのときに指導をしっかりとしていただけていないと、同じ子どもが加

害になったり被害になったりして続いてしまって本当につらいと思いま

す。できるだけこれからも指導体制を整えていただいて、各学校ですべ

て即解決できるわけではないかもしれませんが、心の教育というか、加

害の子どもも深く駄目だったなと思えるような指導体制を各学校でとっ

ていっていただけるとありがたいなと心より思いました。真剣に受け止

めてくれるかは、その子とどう関わっているか、どう声掛けするかが関

わるかもしれませんので、先生は大変だと思いますがよろしくお願いし

ます。人権週間が 12 月にありますし、道徳の授業などもありますので、

読書で人との関わりに関する本を読んでいただいたり、いろいろな方向

から人権教育をしていただいたりして、子どもたちが少しでも楽しく学



校生活を送れるように頑張っていただきたいと思います。もう１つ、い

じめの報告の文面を理解するのがつらくて、書き方や報告の上げ方など

を考えていただけるとありがたいと思います。どのように指導していく

という少しでも明るい部分まで報告していただけると良いと思います。

中身の書き方で「指導した」や「説明した」という言葉は各学校によっ

て少し違いますが、もう少し書いていただけるように検討していただけ

るとありがたいと思います。 

 

  Ｅ委員   ： いじめの事案もたくさん上がっていますが、やはり学校での生活なの

でいろいろなことがあると思いますし、早めの対応が一番大事だと思う

ので、こうやって細かく上がってくるのは大事だと思います。学校の認

識によって、ここまでは上げなくていいかなということがあったのだと

思いますが、やはり子ども同士がお互い理解して成長していくのが大事

なので、駄目なことは駄目だし、やりすぎたかなということを子どもが

学びにしてもらえるといいと思います。いじめの対応についてみんなが

共通認識しておくことも大事ですので、引き続きお願いしたいと思いま

す。あと中学校部活動地域移行の先進地視察ですが、どういった部活動

を見られたか教えてください。 

 

  事務局   ： 部活動地域移行の関係ですが、実はこの視察自体は米原市が主体では

なくてカモンスポーツクラブさんが調整してくれて、それに参加させて

いただいた形です。視察としては全員で 14、15人だったと思います。羽

島市は先進地ということで進められていまして、視察を受けるのも今回

54回目で、その倍以上断っているというようなことも言っておられまし

た。この日については米原市単独ではなく、他の市議会も来られていて、

そこに便乗させていただいたような形でした。視察内容ですが、状況を

簡単に説明すると羽島市には５つの中学校があって、今年度をもって４

校が移行済みになり、来年度もう１校を移行することで地域移行は完了

ということを言われていました。実際どうやって移行されたかというと

ころですが、受け皿としては総合型地域スポーツクラブが中心となって

全てされているということでした。元々スポーツクラブと学校との繋が

りや連携があって、それがベースになって大きな流れとしてゆくゆくは

スポーツクラブに移行するというような形があったそうです。そこへ国

の部活動地域移行という話が来たので、いろいろ課題もあったようです

が、割とスムーズに移行できたと言われていました。ただ、その形を米

原市に当てはめた時にどうかというところですが、今の米原市の各スポ

ーツクラブの状況から言うとちょっと厳しいかなと思っていますので、

１つの参考例として今後いろいろと検討させていただきたいと思ってい



ます。 

 

６ 議案審議 

  議案第 40号 令和５年度米原市一般会計補正予算（第７号）について 

                            【教育総務課・学校給食課】 

  （内容） 令和５年度米原市一般会計補正予算（第７号）のうち、教育委員会所掌の補

正予算を令和５年米原市議会第４回定例会に提案することについて、教育委員

会の意見を求めるものです。提案理由としては、所要の補正予算が必要となっ

たため、歳出予算 20,100千円を増額するものです。 

  【教育総務課】 小中学校の学級数の増加による備品購入および特別支援教室の確保の

ための改修に伴い 8,100千円の増額補正を行うものです。 

  【学校給食課】 食材価格の高騰による賄材料費の増額に伴い 12,000千円の増額補正を

行うものです。 

 

― 以下、議案に基づき説明 ― 

 

原案承認 

 

  議案第 41号 米原市Ｂ＆Ｇ海洋センター条例の一部を改正する条例について 

                           【スポーツ推進課】 

  （内容） 米原市Ｂ＆Ｇ海洋センター条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定し

たいので令和５年米原市議会第４回定例会に提案することについて、教育委員

会の意見を求めるものです。提案理由としては、公益財団法人の名称の変更に

伴い、この案を提出するものです。 

        

― 以下、議案に基づき説明 ― 

 

原案承認 

 

  議案第 42号 米原市特定教育・保育施設および特定地域型保育事業の運営に関する 

基準を定める条例の一部を改正する条例について   【保育幼稚園課】 

  （内容） 米原市特定教育・保育施設および特定地域型保育事業の運営に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定したいので令和５年米原

市議会第４回定例会に提案することについて、教育委員会の意見を求めるもの

です。提案理由としては、就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提

供の推進に関する法律の一部改正に伴い、引用条項の項ずれおよび所要の規定

の整理を行うため、この案を提出するものです。 

        



― 以下、議案に基づき説明 ― 

 

原案承認 

 

７ 報告事項 

  （１）令和４年度 小・中学校学校運営協議会委員による学校評価集計結果について 

                                  【学校教育課】 

 

  （２）米原市通学路交通安全対策推進会議委員の委嘱について    【学校教育課】 

      

８ 質疑応答 

 

９ その他 

 （１）令和５年第 12回定例教育委員会の開催について 

    日 時：令和５年 12月 20日（水）午後３時 30分から 

    場 所：米原市役所 コンベンションホール 

 

 （２）令和６年第１回定例教育委員会の開催について 

    日 時：令和６年１月 24日（水）午後３時 30分から 

    場 所：米原市役所 コンベンションホール 

 

10 閉 会 

 以上をもって令和５年第 11回定例教育委員会を午後４時 24分に終了した。 


